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一
　
十
住
心
に
お
け
る
「
愚
童
持
斎
心
」
の
位
置
に
つ
い
て

　

空
海
は
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
お
よ
び
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
い
て
、
十
住

心
思
想
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
す
で
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
概
要
は
、

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

第
一　

異
生
羝
羊
心	

凡
夫
の
雄
羊
の
よ
う
な
心

　

第
二　

愚
童
持
斎
心
（
儒
教
）	

�

愚
か
な
少
年
が
斎
（
反
省
の
機
会
）

を
持
つ
心

　

第
三　

嬰
童
無
畏
心
（
バ
ラ
モ
ン
教
）	�

天
に
生
ま
れ
え
て
、
赤
子
が
母
の
も

と
で
す
っ
か
り
畏
れ
無
く
安
心
し
て

い
る
よ
う
な
心

　

第
四　

唯
蘊
無
我
心
（
声
聞
乗
）	

�

五
蘊
無
我
と
い
う
教
理
を
よ
く
了
解

す
る
心

　

第
五　

抜
業
因
種
心
（
縁
覚
乗
）	

�

十
二
縁
起
の
観
察
に
基
づ
き
、
業
の

因
と
な
る
種
（
無
明
）
を
抜
く
心

　

第
六　

他
縁
大
乗
心
（
法
相
宗
）	

�

他
者
を
縁
ず
る
大
乗
の
心
を
起
こ
し
、

世
界
は
唯
だ
識
の
み
と
理
解
す
る
心

　

第
七　

覚
心
不
生
心
（
三
論
宗
）	

�

心
は
不
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
覚

す
る
心

　

第
八　

如
実
一
道
心
（
天
台
宗
）	

�

真
如
（
如
実
）
の
平
等
無
差
別
の
世

界
（
一
道
）
を
覚
る
心

　

第
九　

極
無
自
性
心
（
華
厳
宗
）	

�

究
極
の
世
界
（
真
如
）
も
自
性
を
持

た
ず
、
現
象
世
界
に
翻
る
心

　

第
十　

秘
密
荘
厳
心
（
真
言
宗
）	

�

我
々
に
は
知
ら
れ
な
い
（
秘
密
）
曼

荼
羅
の
荘
厳
（
飾
り
）
を
知
る
心

　

こ
れ
ら
の
住
心
名
は
、
明
ら
か
に
『
大
日
経
』「
住
心
品
」
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
。
や
や
煩
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
特
に
第
一
～
第
三
住
心
に
関
係
す

る
箇
所
（「
八
心
段
」
と
言
わ
れ
る
）
を
こ
こ
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
由
来
し
た
と

思
わ
れ
る
語
に
、
下
線
を
引
い
て
お
く
。

空
海
の
「
愚
童
持
斎
心
」
に
お
け
る
「
持
斎
」
に
つ
い
て

竹

村

牧

男



2

　

秘
密
主
、
無
始
生
死
の
愚
童
凡
夫
は
、
我
名
と
我
有
と
に
執
著
し
て
無
量
の
我

分
を
分
別
す
。
秘
密
主
、
若
し
彼
れ
、
我
の
自
性
を
観
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
我
・
我

所
生
ず
。

　

余
は
復
た
、
時
と
、
地
等
の
変
化
と
、
瑜
伽
の
我
と
、
…
…
意
生
と
、
儒
童

と
、
常
定
生
と
、
声
と
、
非
声
と
有
り
と
計
す
。
秘
密
主
、
是
の
如
き
等
の
我
分

は
、
昔
よ
り
以
来
た
、
分
別
と
相
応
し
て
順
理
の
解
脱
を
希
求
す
。
秘
密
主
、
愚

童
凡
夫
の
類
い
は
猶
お
し
羝
羊
の
如
し
。

　

或
る
時
に
、
一
法
の
想
生
ず
る
こ
と
有
り
。
所
謂
、
持
斎
な
り
。
彼
れ
此
の
少

分
を
思
惟
し
、
歓
喜
を
発
起
し
数
数
に
修
習
す
。
秘
密
主
、
是
れ
初
め
の
種
子
の

善
業
の
発
生
す
る
な
り
。

　

復
た
此
れ
を
以
て
因
と
為
し
、
六
斎
日
に
於
い
て
父
母
・
男
女
・
親
戚
に
施
与

す
、
是
れ
第
二
の
牙
種
な
り
。

　

復
た
此
の
施
を
以
て
非
親
識
の
者
に
授
与
す
、
是
れ
第
三
の
疱
種
な
り
。

　

復
た
此
の
施
を
以
て
器
量
高
徳
者
に
与
う
、
是
れ
第
四
の
葉
種
な
り
。

　

復
た
此
の
施
を
以
て
、
観
喜
し
て
伎
楽
の
人
等
に
授
与
し
、
及
び
尊
宿
に
献

ず
、
是
れ
第
五
の
敷
華
な
り
。

　

復
た
此
の
施
を
以
て
、
親
愛
の
心
を
発
し
て
之
を
供
養
す
、
是
れ
第
六
の
成
果

な
り
。

　

復
た
次
に
、
秘
密
主
、
彼
れ
戒
を
護
っ
て
天
に
生
ず
る
は
是
れ
第
七
の
受
用
種

子
な
り
。

　

復
た
次
に
、
秘
密
主
、
此
の
心
を
以
て
生
死
に
流
転
し
、
善
友
の
所
に
て
是
の

如
き
言
を
聞
か
ん
。
此
れ
は
是
れ
天
な
り
。
大
天
な
り
、
一
切
の
楽
を
与
う
る
者

な
り
。
若
し
虔
誠
に
供
養
す
れ
ば
、
一
切
の
所
願
皆
な
満
つ
べ
し
。
所
謂
、
自
在

天
、
…
…
難
陀
等
龍
、
或
は
天
仙
、
大
圍
陀
論
師
、
各
各
に
善
く
供
養
す
べ
し

と
。
彼
れ
、
是
の
如
き
こ
と
を
聞
き
て
、
心
に
慶
悦
を
懐
き
、
殷
重
に
恭
敬
し
、

随
順
し
修
行
す
。
秘
密
主
、
是
れ
を
愚
童
異
生
の
生
死
流
転
の
無
畏
依
の
第
八
嬰

童
心
と
名
づ
く
。（
大
正
一
八
巻
、
二
頁
中
）　

　

こ
の
八
つ
の
心
の
段
階
に
、「
秘
密
主
、
愚
童
凡
夫
の
類
い
は
猶
お
し
羝
羊
の

如
し
」、「
或
る
時
に
、
一
法
の
想
生
ず
る
こ
と
有
り
。
所
謂
、
持
斎
な
り
。
…
…

秘
密
主
、
是
れ
初
め
の
種
子
の
善
業
の
発
生
す
る
な
り
」、「
秘
密
主
、
是
れ
を
愚

童
異
生
の
生
死
流
転
の
無
畏
依
の
第
八
嬰
童
心
と
名
づ
く
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
文
か
ら
、
出
世
間
（
仏
道
の
覚
り
を
成
就
で
き
る
段
階
）
の
可
能
性
が
望
ま
れ

な
い
世
間
の
範
囲
に
お
い
て
、
い
ま
だ
人
間
性
に
目
覚
め
て
い
な
い
段
階
、
人
間

と
し
て
の
社
会
性
に
目
覚
め
た
段
階
（
た
だ
し
来
世
に
人
間
界
の
上
に
は
生
ま
れ

得
な
い
段
階
）、
神
々
の
供
養
等
に
よ
り
来
世
に
天
に
生
ま
れ
う
る
段
階
と
い
う
、

三
つ
の
段
階
が
描
か
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
、
妥
当
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
こ
こ
の
や
や
後
方
に
、
十
住
心
の
第
四
住
心
以
降
の
住
心
名
が
出
る
一

節
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
唯
蘊
無
我
を
解
し
」、「
業
煩
悩
の
株
杌
と
、
無
明
の

種
子
の
十
二
因
縁
を
生
ず
る
を
抜
く
」、「
無
縁
乗
の
心
」、「
自
心
の
本
不
生
を
覚

る
」、「
極
無
自
性
心
」
の
語
句
が
見
ら
れ
（
同
前
、
三
頁
中
）、
当
然
、
真
言
密

教
の
立
場
は
そ
れ
ら
の
上
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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こ
う
し
て
、『
大
日
経
』「
住
心
品
」
に
は
、
少
な
く
と
も
第
一
住
心
か
ら
第
七

住
心
及
び
第
九
住
心
の
名
称
の
も
と
に
な
る
語
句
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

で
大
乗
の
初
心
は
「
無
縁
乗
の
心
と
」
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
空
海
は
十
住
心
の
名

称
の
中
で
、
他
縁
乗
に
改
め
て
い
る
。
無
縁
に
は
、
所
縁
（
感
覚
・
知
覚
等
の
対

象
）
が
実
体
で
は
な
い
と
い
う
意
味
と
、
特
定
の
縁
（
相
手
）
を
持
た
な
い
、
あ

ら
ゆ
る
人
に
慈
悲
の
心
を
持
つ
と
い
う
意
味
と
の
、
両
者
の
意
味
が
あ
り
う
る

が
、
こ
れ
を
他
縁
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
他
者
に
慈
悲
の
心
を
持
つ

大
乗
仏
教
の
意
義
が
明
確
に
な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
無
縁
乗
を
他
縁

乗
に
改
め
た
こ
と
は
空
海
の
深
い
見
識
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　

な
お
、
天
台
宗
の
第
八
住
心
に
対
し
て
、
空
海
は
い
く
つ
も
の
名
称
を
示
し
て

い
る
。
そ
の
中
、「
如
実
知
自
心
」、「
空
性
無
境
心
」
は
『
大
日
経
』
に
求
め
ら

れ
る
も
の
の
、「
一
道
無
為
心
」
等
の
名
称
が
『
大
日
経
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
こ

の
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
今
は
本
稿
の
主
題
か
ら
そ
れ
る
の
で
こ
れ
以
上
、
立

ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

二
　『
大
日
経
』
の
「
持
斎
」
に
つ
い
て

　

さ
て
、『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
「
八
心
段
」
に
お
い
で
は
、「
持
斎
」
を
出

発
点
（
種
子
）
と
し
て
、
少
欲
知
足
を
守
る
よ
う
に
な
り
、
ひ
い
て
は
布
施
行
を

行
う
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
た
が
、
で
は
こ
の
「
持
斎
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

国
訳
一
切
経
の
脚
注
（
神
林
隆
浄
）
に
は
特
に
そ
の
説
明
が
無
く
、
新
国
訳
一

切
経
の
「
頭
注
」（
福
田
亮
成
）
に
お
い
て
は
、「
持
斎
」
に
「
節
食
、
自
戒
す
る

こ
と
。
布
薩
と
同
じ
で
あ
る
」
と
あ
り
（
福
田
亮
成
校
注
『
大
日
経
』、
新
国
訳

大
蔵
経
、
密
教
部
１
、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
八
年
、
四
六
頁
）、
六
斎
日
に
は

「
毎
月
の
八
・
十
四
・
十
五
・
二
十
三
・
二
十
九
・
三
十
の
六
日
の
こ
と
で
、
身
心
を
清

浄
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
の
こ
と
」
と
あ
る
（
同
前
、
四
七
頁
）。

　

ま
た
、
宮
坂
宥
勝
は
そ
の
著
・『
密
教
経
典
』
に
お
け
る
『
大
日
経
』
の
こ
の

箇
所
の
「
持
斎
」
の
「
注
」
と
し
て
、「
一
日
節
食
（
不
食
）
し
て
、
八
関
斎
を

守
る
こ
と
。
八
関
斎
と
は
、
⑴
不
殺
生
⑵
不
偸
盗
⑶
不
妄
語
⑷
不
飲
酒
⑸
不
歌
舞

唱
伎
⑹
不
著
香
薫
衣
⑺
不
上
高
広
床
⑻
不
過
中
食
（
正
午
す
ぎ
に
食
事
を
と
ら
な

い
こ
と
）」
と
言
う
（
宮
坂
宥
勝
『
密
教
経
典
』、
仏
教
経
典
選
８
、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
六
年
、
五
五
頁
）。
ま
た
、
六
斎
日
の
「
注
」
に
は
、「
毎
月
の
八
日
・

十
四
日
・
十
五
日
・
二
十
三
日
・
二
十
九
日
・
晦
日
。『
大
智
度
論
』
巻
第
十
三

（
大
正
二
五
・
一
六
〇
中
）
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
六
日
に
四
天
王
が
各
家
を
め
ぐ

り
、
そ
の
家
で
布
施
を
し
戒
を
守
り
、
父
母
に
孝
順
で
あ
る
か
ど
う
か
を
伺
い
、

天
上
の
忉
利
天
に
の
ぼ
っ
て
、
そ
の
事
を
帝
釈
天
に
報
告
す
る
、
と
あ
る
」
と
言

う
（
同
前
、
五
五
頁
）。

　

こ
の
四
天
王
の
こ
と
は
、『
大
智
度
論
』
に
、「
四
天
王
経
の
中
に
仏
の
説
き
た

も
う
が
如
く
ん
ば
、
月
の
六
斎
日
に
は
、
使
者
、
太
子
及
び
四
天
王
は
、
自
ら

下
っ
て
、
衆
生
の
布
施
し
、
持
戒
し
、
父
母
に
孝
順
す
る
こ
と
を
観
察
し
、
少
な

け
れ
ば
便
ち
忉
利
に
上
っ
て
、
以
て
帝
釈
に
啓
す
。
帝
釈
諸
天
は
、
心
に
皆
な
悦

ば
ず
し
て
言
く
、
阿
修
羅
の
種
は
多
く
、
諸
天
の
種
は
少
し
、
と
。
若
し
布
施
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し
、
持
戒
し
、
父
母
に
孝
順
す
る
こ
と
多
け
れ
ば
、
諸
天
帝
釈
は
心
に
皆
な
歡
喜

し
て
、
説
い
て
言
く
、
天
の
衆
を
増
益
し
、
阿
修
羅
を
減
損
す
、
と
」（
大
正

二
五
巻
、
一
六
〇
頁
上
）
と
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
載
せ
て
お
く
。

　

神
林
隆
浄
は
、『
大
日
経
・
理
趣
経
講
義
』
の
「
講
説
」
に
お
い
て
、「
持
斎
と

は
、
一
日
不
食
の
意
、
且
つ
節
食
し
て
八
関
斎
を
護
持
す
る
を
要
す
。
八
関
斎
を

一
名
、
八
関
戒
と
も
云
う
。
八
関
戒
と
は
、
不
殺
、
不
盗
、
不
妄
語
、
不
飲
酒
、

不
歌
舞
唱
伎
、
不
著
香
薫
衣
、
不
上
高
広
床
、
不
過
中
食
で
あ
る
」
と
言
い
（
神

林
隆
浄
『
大
日
経
・
理
趣
経
講
義
』
名
著
出
版
、
複
刻
版
一
九
七
六
年
、
初
版

一
九
三
三
年
、
一
三
八
～
一
三
九
頁
）、
ま
た
「
六
斎
日
と
は
、
月
の
八
日
・

十
四
日
・
十
五
日
・
二
十
三
日
・
二
十
九
日
・
晦
日
で
、
こ
れ
等
の
六
日
に
は
、

四
天
王
が
各
戸
を
巡
視
し
、
そ
の
家
の
者
が
布
施
を
行
じ
、
戒
を
護
持
し
、
父
母

に
孝
順
で
あ
る
か
否
や
を
観
察
し
て
、
後
に
忉
利
天
に
上
っ
て
、
そ
の
事
情
を
委

曲
に
帝
釈
天
に
奏
上
す
る
こ
と
が
、
智
度
論
に
説
い
て
あ
る
。
且
つ
上
代
の
五
通

仙
な
ぞ
も
、
此
等
の
日
に
は
断
食
し
て
善
法
を
行
じ
て
、
鬼
神
の
災
横
を
免
る
る

こ
と
を
得
と
説
か
れ
て
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
（
同
前
、
一
四
〇
頁
）。

　

松
長
有
慶
は
『
大
日
経
住
心
品
講
讃
』
に
お
い
て
、
持
斎
の
「
語
釈
」
と
し

て
、「
斎
は
慎
む
と
言
う
意
味
で
、
布
薩
の
訳
で
あ
る
。
六
斎
日
（
後
述
）
に
守

る
べ
き
軌
範
の
こ
と
で
、
一
日
食
事
を
せ
ず
、
他
に
与
え
、
自
ら
は
八
関
斎
を
守

る
こ
と
。
八
関
斎
と
は
八
関
戒
と
も
い
わ
れ
、
不
殺
生
、
不
偸
盗
、
不
妄
語
、
不

飲
酒
、
不
歌
舞
娼
伎
、
不
著
香
薫
衣
、
不
上
高
広
床
、
不
過
中
食
の
八
種
の
戒
を

守
る
こ
と
」
と
言
う
（
松
長
有
慶
『
大
日
経
住
心
品
講
讃
』、
大
法
輪
閣
、

二
〇
一
〇
年
、
一
八
一
頁
）。
ま
た
、
六
斎
日
の
語
釈
に
は
、「
月
の
八
日
、
十
四

日
、
十
五
日
、
二
十
三
日
、
二
十
九
日
、
晦
日
、
こ
れ
ら
六
日
に
は
、
断
食
し

て
、
鬼
神
の
災
い
か
ら
逃
れ
る
。『
大
智
度
論
』
巻
第
十
三
（「
正
蔵
」
第
二
五

巻
、
一
六
〇
頁
中
）
に
は
、
こ
れ
ら
の
日
に
は
、
四
天
王
が
各
家
を
回
り
、
各
自

が
戒
を
守
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
、
忉
利
天
に
上
っ
て
、
帝
釈
天
に
報
告
す
る
と

記
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
（
同
前
、
一
八
一
頁
）。

　

し
か
し
、
八
斎
戒
を
守
る
の
で
あ
る
な
ら
、
一
日
不
食
を
行
じ
る
必
要
は
な

く
、
一
日
不
食
を
守
る
な
ら
当
然
、
不
過
中
食
す
な
わ
ち
八
斎
戒
の
斎
戒
を
守
る

と
は
言
え
な
い
わ
け
で
、
以
上
の
説
明
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
、
ど
う
も
事
柄
が

整
理
さ
れ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
な
お
、
八
斎
戒
に
不
婬
戒
（
非
梵
行
戒
）
を
入

れ
て
い
な
い
例
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
疑
問
で
あ
る
。

　

一
方
、『
大
日
経
疏
』
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

世
間
に
久
遠
よ
り
こ
の
か
た
、
展
転
相
承
し
て
、
善
法
の
名
あ
り
。
然
も
違
理

の
心
を
以
て
種
種
に
推
求
す
れ
ど
も
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
後
時
に
忽
然
と
し
て
自

ら
念
生
ず
る
事
あ
り
。
我
れ
今
、
節
食
持
斎
せ
ん
と
。
即
ち
是
れ
善
法
な
り
。
然

れ
ど
も
猶
お
未
だ
是
れ
仏
法
の
中
の
八
関
戒
に
は
非
ず
。
彼
れ
節
食
自
戒
に
由
る

が
故
に
、
即
ち
縁
務
減
少
し
て
、
我
を
し
て
飲
食
足
り
易
く
、
馳
求
の
労
苦
を
生

ぜ
ざ
ら
し
む
。
爾
の
時
に
、
即
ち
少
分
不
着
の
心
を
生
ず
。
其
の
心
は
歓
喜
し
て

而
も
安
穏
な
る
こ
と
を
得
。
此
の
利
益
を
見
る
に
由
る
が
故
に
、
数
々
之
を
修
習
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す
る
こ
と
あ
り
。
即
ち
こ
れ
最
初
に
微
し
く
善
悪
の
因
果
を
識
る
が
故
に
種
子
心

と
名
づ
く
。（
大
正
三
九
巻
、
五
九
四
頁
下
。
国
訳
五
二
～
五
三
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
段
階
（
種
子
）
で
は
ま
だ
仏
教
の
八
斎
戒
を
守
る
わ
け
で

は
な
い
、
と
い
う
の
が
『
大
日
経
疏
』
の
説
明
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
空
海
の

『
十
住
心
論
』「
愚
童
持
斎
住
心　

第
二
」
に
も
、
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る

（『
定
本
』
第
二
巻
、
六
二
頁
）。

　

こ
の
『
大
日
経
疏
』
の
文
に
関
し
て
、
国
訳
一
切
経
の
「
脚
注
」（
神
林
隆
浄
）

に
、
や
は
り
持
斎
に
つ
い
て
は
な
く
、
八
関
斎
に
つ
い
て
は
、「
八
斎
戒
と
も
云

う
。
不
殺
生
、
不
偸
盗
、
不
婬
、
不
妄
語
、
不
飲
酒
、
不
花
香
瓔
珞
塗
身
、
不
座

高
坐
、
及
び
聴
伎
楽
、
不
非
食
時
」
と
あ
り
（
神
林
隆
浄
訳
『
大
日
経
疏
』、
国

訳
一
切
経
、
和
漢
撰
述
部
・
経
疏
部
十
四
、一
九
三
九
年
初
版
、
一
九
八
一
年
改

訂
版
、
大
東
出
版
社
、
五
二
頁
）、
六
斎
日
に
つ
い
て
は
「
毎
月
八
日
、
十
四
日
、

十
五
日
、
二
十
三
日
、
二
十
九
日
、
三
十
日
の
六
日
は
、
一
日
不
食
の
斎
を
持

つ
、
是
を
六
斎
日
と
云
う
」
と
あ
る
（
同
前
、
五
三
頁
）。

　

ま
た
、『
大
日
経
疏
』
の
こ
の
解
説
に
つ
い
て
、
那
須
政
隆
は
『
大
日
経
口
疏

講
義
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
「
展
転
相
承
し
て
云
云
」
劫
初
の
衆
生
が
地
肥
餅
等
を
食
す
る
に
因
っ
て
、
多

食
の
者
を
不
善
と
し
、
少
食
の
者
を
善
と
し
、
そ
れ
よ
り
展
転
し
て
世
間
に
善
法

の
名
字
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
節
食
持
斎
せ
ん
」
仏
制
の
過
昼
不
食
に
あ
ら
ず
し
て
、『
智
度
論
』
等
に
説
け

る
が
如
き
一
日
不
食
し
て
貧
人
に
施
す
と
か
、
或
は
『
大
日
経
』
の
『
不
思
議
の

疏
』
に
説
け
る
が
如
き
食
の
三
分
の
一
を
節
し
て
鳥
獣
に
施
す
と
か
を
言
っ
た
の

で
あ
る
。

　
「
八
関
戒
」
と
は
、
殺
盗
婬
妄
の
四
と
、
飲
酒
・
不
歌
舞
高
牀
・
不
著
香
薫
・

不
上
高
牀
・
不
過
昼
食
の
九
が
中
に
、
第
七
（
不
著
香
薫
）
と
第
八
（
不
上
高

牀
）
と
は
い
ず
れ
も
何
れ
も
荘
厳
の
具
な
る
が
故
に
、
一
と
な
す
。
こ
の
故
に
八

関
戒
と
い
う
。

　
「
六
斎
日
」
毎
月
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
二
十
三
日
・
二
十
九
日
・
三
十

日
の
六
日
は
、
一
日
不
食
の
斎
を
持
つ
、
こ
れ
を
六
斎
日
と
い
う
。（
那
須
政
隆

『
大
日
経
口
疏
講
義
』、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
院
（
非
売
品
）、
一
九
七
三
年
、

一
二
三
頁
）

　

ま
た
、
宮
坂
宥
勝
は
、
そ
の
著
『
密
教
経
典
』
に
お
け
る
『
大
日
経
疏
』
の
こ

の
箇
所
の
注
に
お
い
て
、
六
斎
日
に
つ
い
て
、「
毎
月
の
八
日
・
十
四
日
・
十
五

日
・
二
十
三
日
・
二
十
九
日
・
三
十
日
の
六
日
間
は
、
一
日
中
食
事
を
と
ら
な

い
、
す
な
わ
ち
不
食
の
斎
を
も
つ
の
で
、
こ
れ
を
六
斎
日
と
い
う
」（
宮
坂
宥
勝

『
密
教
経
典
』、
二
九
八
頁
）
と
言
っ
て
い
る
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
六
斎
日
に
は
一
日
不
食
の
戒
を
持
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
と

言
い
え
よ
う
。

　

参
考
ま
で
に
、『
大
日
経
疏
』
で
は
、
こ
の
文
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説

し
て
い
る
。
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復
た
こ
れ
を
以
て
因
と
し
て
、
六
斎
日
に
於
て
、
父
母
男
女
親
戚
に
施
与
す
、

是
れ
第
二
の
芽
種
な
り
と
は
、
此
の
六
斎
日
は
、
即
ち
是
れ
智
度
の
中
に
上
代
の

五
通
仙
人
は
、
勧
め
て
此
の
日
に
断
食
せ
し
む
。
既
に
善
法
に
順
じ
、
又
た
鬼
神

の
災
横
を
免
る
。
彼
に
広
く
説
く
が
如
し
。
貪
求
を
止
息
す
る
に
、
内
に
利
楽
を

獲
と
見
る
に
由
る
が
故
に
、
此
の
法
を
修
習
し
て
、
増
長
せ
し
め
ん
と
欲
う
が
故

に
、
持
斎
の
日
に
於
て
、
己
が
財
物
を
す
て
て
、
以
て
六
親
に
与
う
。
自
ら
我
れ

守
護
の
憂
な
し
。
而
も
他
人
を
し
て
愛
敬
せ
し
め
、
孝
義
の
誉
を
獲
と
念
ず
。
此

の
因
果
を
見
る
を
以
て
の
故
に
、
転
た
歓
喜
を
生
ず
。
歓
喜
を
生
ず
る
が
故
に
や

や
増
す
。
な
お
種
子
よ
り
芽
を
生
ず
る
が
如
し
。（
大
正
三
九
巻
、
五
九
四
頁
下
）

　

す
な
わ
ち
、
そ
の
後
の
第
二
の
芽
種
以
降
に
お
い
て
は
、『
大
智
度
論
』
に
説

か
れ
て
い
る
五
通
仙
人
が
勧
め
た
と
い
う
断
食
を
実
践
す
る
こ
と
に
な
る
と
言
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
や
は
り
、
一
日
不
食
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、『
大
日
経
疏
』
の
立
場
に
よ
れ
ば
、「
持
斎
」
の
斎
と
は
、
ど
う
や

ら
一
日
不
食
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
来
の
学
者
の
『
大
日
経
』
の
注
等
に

お
い
て
は
、
八
斎
戒
（
不
過
中
食
と
な
る
）
を
守
る
こ
と
等
の
註
釈
も
あ
り
、
い

さ
さ
か
混
乱
を
呈
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

で
は
、
こ
の
持
斎
は
、『
大
日
経
疏
』
に
よ
っ
て
、
一
日
不
食
の
こ
と
と
確
定

し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
「
持
斎
」
と
空
海
の
「
愚
童
持
斎
心
」

の
「
持
斎
」
を
、
同
一
視
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
こ
と
の
検
討

に
入
っ
て
い
き
た
い
。

三
　
八
斎
戒
と
は
何
か

　

そ
の
検
討
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
そ
も
そ
も
八
斎
戒
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
に
は
、「
八
斎
戒
」
と
し
て
、「
離
殺
生
・
離
不
与
取
・

離
非
梵
行
・
離
虚
誑
語
・
離
飲
諸
酒
・
離
眠
坐
高
広
厳
麗
牀
座
・
離
塗
飾
香
鬘
及

び
離
舞
歌
観
聴
・
離
食
非
時
食
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
七
戒
＋
斎
戒

の
八
斎
戒
で
あ
る
。
そ
の
直
接
の
出
典
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
が
、

『
中
阿
含
経
』
巻
第
五
十
五
の
「
持
斎
経
」
に
出
る
八
斎
戒
（
聖
八
支
斎
）
は
、

「
離
殺
・
離
不
与
取
・
離
非
梵
行
・
離
妄
言
・
離
酒
放
逸
・
離
高
広
大
牀
・
離
華

鬘
瓔
珞
塗
香
脂
粉
歌
舞
倡
伎
及
往
観
聴
・
離
非
時
食
」（
大
正
一
巻
、
七
七
〇
頁

中
～
七
七
一
頁
上
）
で
あ
っ
て
、
内
容
的
に
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
ま
た
『
倶
舎

論
』
に
は
、「
分
別
業
品
第
四
之
二
」
の
中
に
、「
若
受
離
八
所
応
遠
離
、
安
立
第

二
近
住
律
儀
。
何
等
名
為
八
所
応
離
。
一
者
殺
生
、
二
不
与
取
、
三
非
梵
行
、
四

虚
誑
語
、
五
飲
諸
酒
、
六
塗
飾
香
鬘
舞
歌
観
聴
、
七
眠
坐
高
広
厳
麗
床
座
、
八
食

非
時
食
」（
大
正
二
九
巻
、
七
三
頁
上
）
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
一
部
、
順
番
は

異
な
る
も
の
の
、
前
の
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
の
説
と
用
語
的
に
も
内
容
的
に
も

同
等
で
あ
る
。『
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
』
に
も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
も
の
が
出
て

い
る
（
大
正
二
九
巻
、
五
四
九
頁
上
）。

　
『
成
実
論
』「
八
戒
斎
品
」
の
八
斎
戒
に
つ
い
て
、
国
訳
一
切
経
の
脚
注
に
、

「
殺
生
、
不
与
取
、
非
梵
行
、
虚
誑
語
、
飲
酒
、
塗
飾
鬘
舞
歌
観
聴
、
眠
坐
高
広
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厳
麗
床
上
、
食
非
時
食
」
を
し
な
い
こ
と
と
あ
っ
て
（
国
訳
一
切
経
、
論
宗
部

三
、二
七
七
頁
）、
こ
の
注
の
内
容
は
上
記
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

川
崎
庸
之
校
注
『
空
海
』
の
頭
注
に
は
、「
八
関
戒　

八
斎
戒
。
在
家
の
男
女
が

一
日
一
夜
を
期
し
て
た
も
つ
戒
。
殺
生
・
不
与
取
・
非
梵
行
・
虚
誑
語
・
飲
酒
・

塗
飾
香
鬘
舞
歌
観
聴
・
眠
坐
高
広
厳
廉
床
上
の
七
戒
と
食
非
時
食
の
斎
法
を
加
え

た
も
の
を
い
う
」（『
空
海
』、
日
本
思
想
大
系
５
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、

六
三
頁
）
と
あ
る
の
も
、
上
記
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
厳
廉
床
上
は
、
厳

麗
床
上
の
誤
記
か
）。

　

一
方
、『
倶
舎
論
』
の
同
じ
箇
所
に
、
有
余
師
の
説
と
し
て
、「
離
非
時
食
、
名

為
斎
体
。
余
有
八
種
、
説
名
斎
支
。
塗
飾
香
鬘
・
舞
歌
觀
聽
、
分
為
二
故
」
と
い

う
も
の
が
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八
戒
＋
斎
戒
の
八
斎
戒
で
あ
る
。
こ
れ
は
前

の
経
典
に
み
た
よ
う
に
、
離
食
非
時
食
を
第
八
と
す
る
の
と
齟
齬
が
あ
る
が
、
次

第
に
こ
の
理
解
が
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
す
で
に
『
大
毘
婆
沙
論
』
第
百
二
十
四

に
は
、「
如
契
経
説
。
近
住
律
儀
、
具
足
八
支
。
何
等
為
八
。
謂
、
離
害
生
命
、

離
不
与
取
、
離
非
梵
行
、
離
虚
誑
語
、
離
飮
諸
酒
、
諸
放
逸
処
、
離
歌
舞
倡
伎
、

離
塗
飾
香
鬘
、
離
高
広
床
、
離
非
時
食
」（
大
正
二
七
巻
、
六
四
七
頁
中
）
と
い

う
も
の
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
す
べ
て
を
八
戒
と
見
る
場
合
は
、「
謂
、
離
塗

飾
香
鬘
、
与
離
歌
舞
倡
伎
。
同
於
荘
厳
処
転
故
、
合
立
一
支
」
と
説
明
し
て
い

る
。
那
須
政
隆
は
前
に
見
た
よ
う
に
、「「
八
関
戒
」
と
は
、
…
…
、
第
七
（
不
著

香
薫
）
と
第
八
（
不
上
高
牀
）
と
は
い
ず
れ
も
何
れ
も
荘
厳
の
具
な
る
が
故
に
、

一
と
な
す
。
こ
の
故
に
八
關
戒
と
い
う
」（
那
須
政
隆
『
大
日
経
口
疏
講
義
』、

一
二
三
頁
）
と
説
明
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
『
大
毘
婆
沙
論
』
の
立
場
と
異

な
っ
て
い
る
。

　
『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
は
、
八
斎
戒
の
説
明
は
、「
不
殺
生
・
不
盜
・
不
婬
・

不
妄
語
・
不
飲
酒
・
不
坐
高
大
床
上
・
不
著
花
瓔
珞
不
香
塗
身
不
著
香
熏
衣
・
不

自
歌
舞
作
楽
不
往
観
聴
・
不
過
中
食
」
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
も
八
戒
＋
斎
戒
の

八
斎
戒
で
あ
る
（
大
正
二
五
巻
、
一
五
九
頁
中
～
上
）。

　

参
考
ま
で
に
、『
法
苑
珠
林
』
巻
八
十
八
に
は
、
八
関
戒
の
名
に
関
し
て
、「
前

の
八
は
是
れ
八
悪
を
関
閉
し
、
諸
過
を
起
こ
さ
ず
。
非
時
に
食
せ
ざ
る
は
是
れ
斎

な
り
。
斎
と
は
斉
な
り
。
謂
く
、
六
情
を
禁
止
し
、
六
塵
に
染
ま
ら
ず
、
斉
し
く

諸
悪
を
断
じ
、
具
に
諸
善
を
修
す
、
故
に
斎
と
名
づ
く
る
な
り
。
又
た
斎
と
戒
と

体
一
に
し
て
名
別
な
り
。
若
し
名
を
尋
ね
て
体
を
定
む
れ
ば
、
体
に
小
の
別
を
容

る
。
斎
と
は
、
中
を
過
ぎ
て
食
せ
ざ
る
を
名
と
為
す
。
戒
と
は
非
を
防
ぎ
悪
を
止

む
る
を
義
と
為
す
。
…
…
」
と
あ
る
（
大
正
五
三
巻
、
九
三
一
頁
下
）。

　

日
本
の
鎌
倉
時
代
の
碩
学
・
凝
然
は
『
八
宗
綱
要
』
の
律
宗
の
説
明
の
中
に
、

「
其
の
五
戒
と
は
、
一
に
は
不
殺
生
戒
、
二
に
は
不
偸
盗
戒
、
三
に
は
不
邪
婬
戒
、

四
に
は
不
妄
語
戒
、
五
に
は
不
飲
酒
戒
な
り
。
八
斎
戒
と
は
、
前
の
五
は
上
に
同

じ
。
但
し
邪
婬
を
改
め
て
、
以
て
不
婬
と
為
す
。
六
に
は
香
油
塗
身
戒
、
七
に
は

歌
舞
観
聴
戒
、
八
に
は
高
広
大
床
戒
、
九
に
は
非
時
食
戒
な
り
。
薩
婆
多
論
に
云

く
、
八
箇
は
是
れ
戒
、
第
九
は
是
れ
斎
に
し
て
、
斎
戒
数
を
合
す
る
が
故
に
、
九

有
る
な
り
」（
平
川
彰
『
八
宗
綱
要
』
上
、《
仏
典
講
座
39
上
》、
大
蔵
出
版
、

一
九
八
〇
年
、
三
〇
四
頁
）
と
言
っ
て
い
る
。
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こ
れ
に
つ
い
て
戒
律
研
究
の
碩
学
・
平
川
彰
は
、「
本
来
は
六
と
七
と
が
一
緒

に
な
っ
て
い
て
、
八
戒
で
あ
っ
た
。
…
…
し
か
し
こ
れ
ら
の
八
戒
の
中
で
、
非
時

食
が
特
に
重
要
視
さ
れ
、
こ
れ
を
「
斎
の
体
」
と
見
て
、
八
戒
か
ら
別
に
出
す
見

方
が
起
っ
て
き
た
。
凝
然
が
い
う
『
薩
婆
多
論
』
巻
一
（
大
正
二
三
巻
、
五
〇
八

頁
下
）
の
説
は
こ
れ
で
あ
り
、
非
時
食
を
除
い
て
八
戒
を
立
て
る
。『
大
智
度
論
』

巻
十
三
（
大
正
二
五
巻
、
一
五
九
頁
下
）
の
説
も
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
宗
教
行
事
と
し
て
「
断
食
」
に
深
い
意
味
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
」（
同
前
、
三
〇
六
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、『
大
智
度
論
』
で
は
、「
今
日
、
誠
心
に
懺
悔
し
、
身
清
淨
・
口
清

淨
・
心
清
淨
に
て
八
戒
を
受
行
す
。
是
れ
則
ち
布
薩
な
り
。
秦
に
は
共
住
と
言

う
」
と
も
、「
我
某
甲
、
八
戒
受
行
を
受
行
し
随
っ
て
諸
の
仏
法
を
学
す
。
名
づ

け
て
布
薩
と
為
す
。
願
わ
く
は
是
の
布
薩
の
福
報
を
持
し
、
願
く
は
生
生
に
三
悪

八
難
に
墮
せ
ざ
る
こ
と
を
。
我
れ
亦
た
転
輪
聖
王
、
梵
釈
天
王
、
世
界
の
楽
を
求

め
ず
。
願
く
は
諸
の
煩
悩
尽
き
て
薩
婆
若
を
逮
得
し
、
仏
道
を
成
就
せ
ん
こ
と

を
」（
大
正
二
五
巻
、
一
五
九
頁
中
～
下
）
と
も
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
こ
こ
に

八
斎
戒
を
守
る
の
は
、
布
薩
に
も
他
な
ら
な
い
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
平
川
彰

も
、別
の
著
作
に
、「
信
者
は
五
戒
を
守
る
ほ
か
に
、毎
月
の
布
薩
日
（uposatha
）

（
八
・
十
四
・
十
五
・
二
十
三
・
二
十
九
・
三
十
日
、
こ
れ
を
六
斎
日
と
い
う
）
に
は
、

八
斎
戒
を
守
る
な
ら
わ
し
で
あ
る
」（
平
川
彰
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
上
巻
、
春
秋

社
、
一
九
七
四
年
、
八
六
頁
）
と
明
か
し
て
い
る
。

　

な
お
、
念
の
た
め
『
成
実
論
』
に
は
、
八
斎
戒
は
必
ず
し
も
す
べ
て
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ
部
分
的
で
も
よ
い
と
か
、
一
日
一
夜

の
み
で
な
く
、
多
く
の
日
に
守
っ
て
も
よ
い
と
か
の
こ
と
な
ど
も
説
か
れ
て
い
る

（
大
正
三
二
巻
、
三
〇
三
頁
下
）。

　

以
上
、
八
斎
戒
に
つ
い
て
ひ
と
と
お
り
の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
と
め
れ
ば
、
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
も
と
七
戒
＋
斎
戒
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
八
戒
＋

斎
戒
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
在
家
仏
教
信
者
は
、
六
斎
日
の
布
薩

の
時
に
こ
れ
を
守
る
習
わ
し
で
あ
っ
た
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
斎
戒
は
、
正
午
以
降
、

食
事
を
摂
ら
な
い
こ
と
（
離
食
非
時
食
・
不
過
中
食
）
で
あ
っ
た
。

四
　
空
海
の
「
愚
童
持
斎
心
」
の
「
持
斎
」
の
解
釈

　

さ
て
空
海
の
十
住
心
に
お
け
る
「
愚
童
持
斎
心
」
に
あ
っ
て
は
、「
或
る
時
に
、

一
法
の
想
生
ず
る
こ
と
有
り
。
所
謂
、
持
斎
な
り
。
彼
れ
此
の
少
分
を
思
惟
し
、

歓
喜
を
発
起
し
数
数
に
修
習
す
」
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
（
種
子
）、
六
斎
日
に

次
第
に
多
く
の
適
切
な
人
々
に
（
牙
種
＝
親
戚
等
、
疱
種
＝
非
親
識
者
、
葉
種
＝

器
量
高
徳
の
者
、
敷
華
＝
伎
楽
・
尊
宿
、
成
果
＝
親
愛
の
心
に
よ
る
）
布
施
を
行

じ
て
い
く
心
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
中
で
は
施
の
み
で
な
く
、

斎
も
ま
た
定
期
的
な
実
践
と
し
て
習
慣
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ

う
。

　

で
は
そ
こ
で
の
斎
は
、
前
に
『
大
日
経
疏
』
に
見
た
よ
う
に
、
一
日
不
食
の
こ

と
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
『
大
智
度
論
』
の
所
説
を
、
も
う
一
度
、
確
認
し
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て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

問
う
て
曰
く
、
何
を
以
て
の
故
に
、
六
斎
日
に
八
戒
を
受
け
、
福
徳
を
修
す
る

や
。

　

答
え
て
曰
く
、
是
の
日
は
、
悪
鬼
、
人
を
逐
う
て
人
命
を
奪
わ
ん
と
欲
し
、
疾

病
凶
衰
、
人
を
し
て
不
吉
な
ら
し
む
。
是
の
故
に
、
劫
初
の
聖
人
、
人
を
し
て
斎

を
持
し
、
善
を
修
し
福
を
作
す
を
教
え
て
、
以
て
凶
衰
を
避
け
し
む
。
是
の
時
の

斎
法
は
八
戒
を
受
け
ず
、
直
に
一
日
不
食
を
以
て
斎
と
為
す
。
後
、
仏
出
世
し

て
、
教
え
て
之
に
語
っ
て
言
く
、
汝
、
当
に
一
日
一
夜
、
諸
仏
の
如
く
八
戒
を
持

し
、
中
を
過
ぎ
て
食
せ
ざ
る
べ
し
。
是
の
功
徳
、
将
に
人
を
涅
槃
に
至
ら
せ
ん
。

（
大
正
二
五
巻
、
一
六
〇
頁
上
）

　

こ
こ
に
、
か
つ
て
は
「
直
に
一
日
不
食
を
以
て
斎
と
為
す
」
と
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
ふ
ま
え
、『
大
日
経
疏
』
は
持
斎
に
つ
い
て
、「
然
れ
ど
も
猶
お
未
だ
是
れ
仏

法
の
中
の
八
関
戒
に
は
非
ず
」
と
言
い
、
か
つ
一
日
不
食
の
こ
と
と
す
る
の
で
あ

ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
の
問
い
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
六
斎
日
に
八
斎
戒
を
守

る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
、
六
斎
日
に
は
八
斎
戒
を
守
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
の

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
答
え
は
、
昔
は
一
日
不
食
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
釈
尊
が
こ
の
世
に
お
出
ま
し
に
な
ら
れ
て
以
降
は
、
釈
尊
の
教
え
に
従
い
、

八
斎
戒
を
守
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
望
月
仏
教
大
辞
典
』

は
、
こ
の
説
に
依
る
と
、「
印
度
外
道
の
間
に
於
て
、
古
く
よ
り
六
斎
日
を
以
て

鬼
神
が
人
を
悩
害
す
る
悪
日
と
な
し
、
そ
の
日
に
当
り
沐
浴
断
食
す
る
風
、
行
わ

れ
た
る
を
以
て
、
後
、
仏
教
に
て
も
こ
の
習
風
を
准
用
し
、
優
婆
塞
等
を
し
て
更

に
八
戒
を
受
持
せ
し
む
る
に
至
り
し
も
の
な
る
を
知
る
な
り
」
と
説
明
し
て
い
る

（
四
〇
二
八
頁
）。
と
す
れ
ば
、
釈
尊
出
世
以
降
で
は
、
特
に
仏
教
の
教
え
を
受
け

る
者
も
あ
り
え
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
者
に
と
っ
て
は
、
斎
の
内
容
は
不
過
中

食
、
不
非
時
食
で
あ
っ
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
可
能
性
も
否
定
し
去
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、『
大
日
経
』
や
『
大
日
経
疏
』
の
「
持
斎
」
で
は
な
く
、
空
海
の

『
十
住
心
論
』
お
よ
び
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
「
愚
童
持
斎
心
」
の
「
持
斎
」
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
べ
き
な
の
か
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
こ
う
。
は

た
し
て
『
十
住
心
論
』
お
よ
び
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
「
愚
童
持
斎
心
」
の
「
持
斎
」

の
内
容
も
、『
大
日
経
疏
』
の
よ
う
に
、
一
日
不
食
の
こ
と
と
受
け
止
め
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
小
田
慈
舟
は
、『
十
巻
章
講
説
』
下
巻
の
「
秘
蔵
宝
鑰
講
義
上
巻
」

に
お
け
る
、「
第
二
愚
童
持
斎
心
」
の
「
講
義
」
に
お
い
て
、「
持
斎
と
は
、
六
斎

日
等
に
自
分
の
食
を
節
し
て
残
し
得
た
品
物
を
他
人
に
施
す
を
い
う
。
こ
の
施
心

も
次
第
に
発
達
す
る
と
施
す
対
象
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
る
。
…
…
」（
八
五
六

頁
）
と
す
る
が
、
一
方
、
そ
の
「
註
解
」
に
お
い
て
は
、「
六
斎
日
。
毎
月
八
日

十
四
日
十
五
日
二
十
三
日
二
十
九
日
三
十
日
の
六
日
。
こ
の
日
に
不
食
の
斎
を
た
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も
つ
」（
小
田
慈
舟
『
十
巻
章
講
説
』
下
巻
、
八
六
〇
頁
）、「
羝
羊
の
如
き
愚
童

凡
夫
も
菩
提
心
内
熏
の
力
と
善
法
の
名
言
熏
習
の
力
、
善
知
識
教
誨
の
縁
な
ど
に

よ
っ
て
忽
然
と
し
て
善
心
を
お
こ
し
持
斎
の
念
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
持
斎
と

は
一
日
不
食
の
戒
を
持
っ
て
、
そ
の
余
物
を
他
に
施
す
を
い
う
。
こ
の
善
心
の
生

じ
た
凡
夫
が
布
施
の
善
事
に
歓
喜
の
心
を
起
こ
し
、
し
ば
し
ば
こ
の
善
事
を
行
ず

る
に
至
る
段
階
を
経
に
六
心
と
し
て
説
く
、
…
…
」（
同
前
、
八
六
〇
～
八
六
一

頁
）
と
言
っ
て
い
る
。

　

勝
又
俊
教
は
、『
秘
蔵
宝
鑰　

般
若
心
経
秘
鍵
』
の
中
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』「
愚
童

持
斎
心
」
の
「
語
註
」
に
お
い
て
、「
持
斎　

斎
と
は
正
午
を
過
ぎ
て
食
事
を
と

ら
な
い
こ
と
、
そ
の
斎
法
を
保
っ
て
、
違
背
し
な
い
の
を
持
斎
と
い
う
。
転
じ
て

こ
こ
で
は
自
分
の
食
べ
る
量
を
へ
ら
し
、
あ
る
い
は
一
日
不
食
の
戒
を
保
っ
て
、

そ
の
貯
え
た
も
の
を
他
人
に
施
す
こ
と
」（
勝
又
俊
経
『
秘
蔵
宝
鑰　

般
若
心
経

秘
鍵
』、《
仏
典
講
座
32
》、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
七
年
、
一
二
六
頁
）
と
、
微
妙

な
表
現
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
不
過
中
食
（
不
非
時
食
）
よ
り
も
そ
れ
よ
り
転
じ

て
主
に
一
日
不
食
の
戒
を
保
つ
こ
と
を
想
定
し
て
い
よ
う
。

　

松
長
有
慶
『
訳
注　

秘
蔵
宝
鑰
』
で
は
、
こ
の
「
愚
童
持
斎
心
」
に
出
る
六
斎

日
に
関
し
て
、「
語
釈
」
に
お
い
て
、「
六
斎
日　

月
の
八
日
、
十
四
日
、
十
五

日
、
二
十
三
日
、
二
十
九
日
、
晦
日
、
こ
れ
ら
六
日
に
は
、
断
食
し
て
鬼
神
の
災

か
ら
逃
れ
る
。『
大
智
度
論
』
十
三
（
大
正
二
五
巻
、
一
六
〇
頁
中
）
に
は
、
こ

れ
ら
の
日
に
は
、
四
天
王
が
各
家
を
周
り
、
各
自
が
戒
を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
か
め
、
忉
利
天
に
昇
っ
て
、
帝
釈
天
に
報
告
す
る
と
記
せ
ら
れ
て
い
る
」

（
松
長
有
慶
『
訳
註　

秘
蔵
宝
鑰
』、
春
秋
社
、
二
〇
一
八
年
、
七
一
頁
）
と
言
っ

て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
断
食
は
『
大
智
度
論
』
の
一
日
不
食
を
念
頭
に
お
い
た

説
明
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
空
海
の
十
住
心
の
中
の
「
愚
童
持
斎
心
」
の
「
持
斎
」
も
ま

た
、
け
っ
こ
う
一
日
不
食
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

五
　
空
海
の
「
愚
童
持
斎
心
」
の
実
際
の
内
容

　

で
は
、
空
海
の
十
住
心
思
想
に
お
い
て
、
こ
の
第
二
住
心
の
内
容
は
、
実
際
に

は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
説
に

お
い
て
は
、
五
戒
を
中
心
に
十
善
の
実
践
の
こ
と
は
説
か
れ
て
い
る
が
、
八
斎
戒

に
関
し
て
は
、
頌
に
、「
愚
童
少
し
く
貪
瞋
の
毒
を
解
し
て
、
欻
爾
に
持
斎
の
美

を
思
惟
し
」（『
定
本
』
第
三
巻
、
一
二
一
頁
）
と
あ
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
て

こ
の
「
持
斎
」
が
具
体
的
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
明
示
さ
れ
て

は
い
な
い
。

　

一
方
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
「
愚
童
持
斎
心　

第
二
」
で
は
、
ど
の

よ
う
に
説
か
れ
て
い
よ
う
か
。『
十
住
心
論
』
の
第
二
住
心
の
冒
頭
を
や
や
詳
し

く
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

愚
童
持
斎
心
と
い
う
は
、
即
ち
こ
れ
人
趣
善
心
の
萌
兆
、
凡
夫
帰
源
の
濫
觴
な

り
。
万
劫
の
寂
種
、
春
雷
に
遇
う
て
甲
さ
け
、
一
念
の
善
機
、
時
雨
に
沐
し
て
牙

を
吐
く
。
歓
喜
を
節
食
に
発
し
、
檀
施
を
親
疎
に
行
ず
。
少
欲
の
想
い
始
め
て
生
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じ
、
知
足
の
心
稍
発
る
。
高
徳
を
見
て
而
も
尊
重
し
、
伎
楽
を
具
し
て
而
も
供
養

す
。
過
を
知
り
て
必
ず
改
め
、
賢
を
見
て
斉
し
か
ら
ん
と
思
う
。
初
め
て
因
果
を

信
じ
、
漸
く
罪
福
を
諾
（
う
べ
）
な
う
。
親
親
に
孝
し
、
忠
を
国
主
に
竭
す
。
不

及
の
善
、
生
じ
、
探
湯
の
悪
、
休
す
。
内
外
の
三
帰
、
此
れ
よ
り
而
も
発
し
、
人

天
の
十
善
、
是
れ
に
因
っ
て
修
行
す
。
…
…
（『
定
本
』
第
二
巻
、
六
一
頁
）

　

す
な
わ
ち
、
節
食
の
教
え
を
受
け
て
歓
喜
し
、
そ
の
後
、
他
者
へ
の
布
施
を
広

げ
て
い
く
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
節
食
の
教
え
が
、
斎
で
あ
る
こ
と
は
、
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
そ
れ
は
、
一
日
不
食
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ

と
も
八
斎
戒
の
不
過
中
食
（
不
非
時
食
）
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

き
っ
か
け
と
し
て
の
「
持
斎
」（
節
食
）
の
み
で
な
く
、「
愚
童
持
斎
心
」
の
住
心

の
間
を
通
じ
て
の
「
持
斎
」
と
は
、
何
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
よ
り
、

そ
の
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
ず
、『
大
智
度
論
』
で
、
一
日
不
食
の
こ
と
が
出
る
の
は
、
な
ぜ
六
斎
日
に

は
、
八
斎
戒
を
守
る
の
か
、
と
い
う
質
問
に
対
す
る
答
え
の
中
で
あ
っ
た
こ
と
を

想
い
起
こ
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
前
に
も
見
た
よ
う
に
、
質
問
者
は
、
六
斎
日
に

は
、
八
斎
戒
を
守
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
問
う
た
の
で
あ

る
。
そ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
昔
は
一
日
不
食
で
あ
っ
た
が
、
釈
尊
が

世
に
お
出
ま
し
に
な
っ
て
以
降
は
、
こ
れ
を
不
過
中
食
に
改
め
た
か
ら
だ
と
言
う

の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、『
大
日
経
疏
』
の
説
明
に
関
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
こ
の

『
大
智
度
論
』
の
説
明
に
よ
っ
て
、
釈
尊
の
出
世
以
降
で
あ
れ
ば
、「
持
斎
」
と
言

え
ば
一
日
一
夜
、
八
斎
戒
を
守
る
こ
と
、
つ
ま
り
一
日
不
食
の
行
で
は
な
い
、
正

午
以
降
食
事
を
摂
ら
な
い
行
を
守
る
こ
と
が
あ
り
え
た
の
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、

六
斎
日
に
布
施
等
の
善
行
を
行
う
こ
と
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
少
な
く
と
も
釈
尊
の
出
世
以
降
に
あ
っ
て
は
、「
持
斎
」
に
は
、
不
過
中

食
も
あ
り
得
た
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
最
初
に
節
食
の
教
え
を
聞

い
て
そ
れ
が
善
心
の
種
子
と
な
る
と
い
う
そ
の
節
食
に
つ
い
て
も
、
釈
尊
の
出
世

以
降
で
あ
れ
ば
、
八
斎
戒
の
斎
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
全
然
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

次
に
、
空
海
は
『
十
住
心
論
』
に
お
い
て
、
こ
の
第
二
住
心
・「
愚
童
持
斎
心
」

に
お
い
て
、「
持
斎
の
心
は
必
ず
三
帰
を
求
め
て
修
す
。
五
戒
・
八
戒
・
十
善
は

こ
れ
よ
り
相
続
し
て
修
行
す
」（『
定
本
』
第
二
巻
、
六
五
頁
）
と
言
っ
て
い
る
こ

と
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
前
に
は
、「
五
常
持
っ
て
犯
さ
ざ
れ
ば
、

来
葉
に
美
名
を
飛
ば
す
、
八
禁
よ
く
修
習
す
れ
ば
、
人
天
光
暉
を
作
す
、
三
途
何

ぞ
必
ず
し
も
怖
れ
ん
、
諸
仏
毎
に
威
を
加
え
た
も
う
、
昇
墜
は
他
の
意
に
あ
ら

ず
、
衰
栄
は
我
が
是
非
な
り
」（
同
前
）
と
も
言
っ
て
い
て
、
こ
の
住
心
に
お
い

て
は
五
戒
・
十
善
の
み
で
な
く
、
八
禁
す
な
わ
ち
八
斎
戒
も
、
必
ず
相
続
し
て
修

め
る
に
至
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
は
、
さ
ほ
ど

八
斎
戒
の
こ
と
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
五
戒
・
十
善
を
実
践
す
べ
き
こ
と
は
強

調
さ
れ
て
お
り
、
と
す
れ
ば
六
斎
日
に
は
特
に
八
斎
戒
を
持
つ
こ
と
も
そ
こ
に
は

当
然
、
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
情
で
あ
れ
ば
、
空
海
の
「
愚
童
持
斎
心
」
に
お
い
て
は
、
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『
大
日
経
疏
』
の
、
善
心
の
最
初
の
機
縁
と
な
っ
た
節
食
の
教
え
は
旧
来
の
一
日

不
食
の
こ
と
で
あ
り
、
八
関
戒
を
守
る
こ
と
で
は
な
い
と
す
る
文
の
引
用
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
や
は
り
六
斎
日
に
は
八
斎
戒
を
守
る
こ
と
が
含
ま
れ
う
る
こ
と
を
否

定
で
き
ず
、
最
初
に
聞
く
節
食
の
教
え
に
つ
い
て
も
そ
の
斎
の
こ
と
が
あ
り
う
る

こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
六
　『
十
住
心
論
』
の
八
斎
戒
の
説
明

　

実
際
、
特
に
『
十
住
心
論
』
の
「
愚
童
持
斎
心
」
に
お
い
て
は
、
八
斎
戒
の
説

明
が
、
詳
し
い
と
ま
で
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
き
ち
ん
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
次

の
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
八
戒
を
明
か
さ
ん
。

　

成
実
論
に
云
く
、
五
戒
を
得
る
を
名
づ
け
て
優
婆
塞
と
為
す
。
此
に
は
近
事
と

云
う
。
八
戒
を
得
る
を
名
づ
け
て
優
婆
婆
娑
と
為
す
、
此
に
は
近
住
と
云
う
。

　

戒
消
災
経
に
云
く
、
五
戒
の
法
は
、
俗
人
及
び
鬼
の
辺
に
就
い
て
之
を
受
く
る

こ
と
有
り
。
自
妻
を
離
れ
ず
、
身
穢
触
す
る
に
縁
る
が
故
な
り
。
八
戒
は
乃
ち
是

れ
浄
行
の
法
な
り
。
要
ず
須
ら
く
五
衆
の
辺
に
就
い
て
受
く
べ
き
な
り
。
八
戒
を

持
す
る
人
は
浄
行
を
生
ず
る
が
故
に
。

　

斎
法
経
に
云
く
、
譬
え
ば
、
天
下
の
十
六
の
大
国
に
、
人
あ
り
て
中
に
満
て
ん

衆
宝
を
称
説
す
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
一
日
仏
の
斎
法
を
受
け
ん
に
は
如
か
じ
。

其
の
福
に
比
せ
ん
や
。

　

善
生
経
に
云
く
、
八
戒
を
受
く
る
者
は
、
五
逆
罪
を
除
い
て
、
余
の
一
切
の
悪

は
皆
な
消
滅
す
、
云
云
。

　

帝
釈
、
偈
を
説
い
て
云
く
、

　

六
斎
と
神
足
月
と
に
、
八
戒
を
奉
持
せ
ん
、
此
の
人
、
福
徳
を
獲
る
こ
と
、
則

ち
我
と
等
し
と
為
す
。

　

偈
に
曰
く
、

　

八
戒
、
之
を
受
く
れ
ば
、
善
神
、
擁
護
し
、
当
に
聖
道
を
成
ず
べ
し
、
持
す
る

こ
と
堅
固
な
る
に
由
る
な
り
。（『
定
本
』
第
二
巻
、
七
〇
～
七
一
頁
）

　

こ
の
中
、
最
初
の
『
成
実
論
』
の
引
用
は
、
八
斎
戒
が
通
常
の
五
戒
と
異
な
っ

て
、
出
家
に
近
い
生
活
を
送
る
戒
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
五
戒
の

優
婆
塞
（upāsaka

）
に
つ
い
て
は
、「
五
戒
品
第
一
百
九
」（
大
正
三
二
巻
、

三
〇
〇
頁
中
）
に
あ
り
、
八
戒
の
優
婆
婆
娑
（upavāsa

）
に
つ
い
て
は
、「
八

戒
斎
品
第
一
百
一
十
三
」（
同
前
、
三
〇
三
頁
下
）
に
出
て
い
る
。『
成
実
論
』
で

は
、
優
婆
婆
娑
を
善
宿
と
い
う
と
あ
る
。

　

次
に
『
戒
消
災
経
』、『
斎
法
経
』、『
善
生
経
』
と
し
て
引
か
れ
た
説
は
、
と
も

に
八
斎
戒
を
守
る
こ
と
の
功
徳
が
い
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
を
説
く
も
の
で

あ
る
。『
戒
消
災
経
』
の
引
文
は
、「『
仏
説
戒
消
災
経
』
と
思
わ
れ
る
が
、
同
一

文
は
な
い
」
と
い
う
（『
弘
法
大
師　

空
海
全
集
』
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
三
年
、
二
一
六
頁
の
注
六
三
）。『
斎
法
経
』
の
文
（『
仏
説
斎
経
』
＝

『
中
阿
含
経
持
斎
経
』、
大
正
一
巻
、
九
一
一
頁
上
）
は
、『
法
苑
珠
林
』
に
引
か
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れ
て
お
り
（
大
正
五
三
巻
、
九
三
一
頁
下
～
九
三
二
頁
上
）、『
善
生
経
』
の
文
も

同
じ
く
『
法
苑
珠
林
』
の
同
箇
所
に
、『
優
婆
塞
戒
経
』
に
云
う
（
大
正
二
四
巻
、

一
〇
六
三
頁
中
）
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
川
崎
庸
之
校
注
『
空
海
』
の
頭
注

に
よ
れ
ば
「『
優
婆
塞
戒
経
』
七
巻
は
、
北
涼
、
曇
無
讖
訳
。
善
生
長
者
と
言
う

優
婆
塞
の
た
め
に
菩
薩
戒
を
説
い
た
も
の
で
、
一
に
『
善
生
経
』
と
呼
ば
れ
る
」

と
あ
る
（
同
書
、
七
二
頁
）。

　

ま
た
、
帝
釈
天
が
説
い
た
偈
と
い
う
「
六
斎
と
神
足
月
と
に
」
云
々
は
、『
成

実
論
』
に
あ
る
も
の
で
（
大
正
三
二
巻
、
三
〇
三
頁
下
）、
そ
の
神
足
月
と
は
、

前
に
触
れ
た
国
訳
一
切
経
の
『
成
実
論
』
の
脚
注
に
、「
特
に
正
月
、
五
月
、
九

月
に
は
、
諸
天
が
神
足
を
以
て
天
下
を
巡
行
す
る
が
故
に
、
神
足
月
と
称
せ
ら
れ

る
」（
国
訳
一
切
経
、
二
七
八
頁
）
と
あ
る
。
川
崎
庸
之
校
注
『
空
海
』
の
頭
注

に
よ
れ
ば
、「
神
足
月　

正
・
五
・
九
の
三
長
月
。
長
斎
と
は
そ
の
月
一
月
の
間
、

持
斎
（
午
後
食
事
を
し
な
い
）
を
続
け
る
こ
と
」（
川
崎
庸
之
校
注
『
空
海
』、

七
二
頁
）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
同
書
で
は
「
六
斎
日　

毎
月
の
八
・
十
四
・
十
五

（
白
月
）
と
二
十
三
・
二
十
九
・
三
十
（
黒
月
）
の
六
日
は
持
斎
、
八
戒
を
た
も
つ

べ
き
日
と
さ
れ
た
も
の
。
六
斎
日
の
中
、
八
・
二
十
三
の
両
日
は
四
天
王
の
使
者
、

十
四
・
二
十
九
の
両
日
は
四
天
王
の
太
子
、
十
三
・
三
十
の
両
日
は
四
天
王
自
身
が

そ
れ
ぞ
れ
天
下
を
案
行
し
て
帝
王
・
臣
民
以
下
の
心
念
・
口
言
・
身
行
の
善
悪
を

伺
察
す
る
日
で
あ
る
と
い
う
（『
四
天
王
経
』）」（
同
前
、
六
三
頁
）
と
、『
四
天

王
経
』
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
偈
も
、
八
斎
戒
を
守
る
こ
と
は
、
福
徳
の
果
報
が
大
き
い
こ

と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
偈
に
似
た
も
の
と
し
て
、『
大
智
度
論
』
に
は
、
釈
提
桓
因
（
帝

釈
天
）
が
説
い
た
と
い
う
「
六
日
神
足
月
、
受
持
清
淨
戒
、
是
人
寿
終
後
、
功
徳

必
如
我
」（
大
正
二
五
巻
、
一
六
〇
頁
上
）
の
偈
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
仏
は
、

ま
だ
「
三
衰
・
三
毒
」
を
除
い
て
い
な
い
釈
提
桓
因
が
、
そ
の
よ
う
な
偈
を
説
い

て
は
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。『
成
実
論
』
は
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
帝

釈
、
偈
を
説
き
、
仏
、
之
を
訶
す
。
若
し
漏
尽
の
人
、
応
に
此
の
偈
を
説
く
べ

し
」
と
言
っ
て
、
前
に
見
た
偈
を
掲
げ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
空
海
は
そ
の
偈

を
、
帝
釈
天
が
説
い
た
と
い
う
し
か
た
で
引
用
し
て
い
た
。

　

最
後
の
偈
（
八
戒
、
之
を
受
く
れ
ば
～
）
は
、
諸
の
解
説
書
等
に
よ
っ
て
も
、

出
典
は
不
明
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
「
愚
童
持
斎
心
」
の
説
明
に
お
い
て
、
空
海
は
は
ば
か
る
こ

と
な
く
、
仏
道
成
就
に
も
つ
な
が
る
大
き
な
功
徳
が
あ
る
と
い
う
八
斎
戒
の
重
要

性
を
説
き
、
そ
の
護
持
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
釈
尊
の
出
世
以
降
に
お
い
て
も
、
我
執
等
に
閉
じ
ら
れ
て
い

た
羝
羊
の
よ
う
な
凡
夫
が
、
仏
教
以
外
の
師
に
一
日
不
食
の
節
食
の
こ
と
を
聞
い

て
、
人
間
ら
し
い
行
動
を
起
こ
す
に
至
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
有
り
得
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
釈
尊
の
出
世
以
降
に
お
い
て
は
、
節
食
の
教
え
と
し
て
、
八
斎

戒
の
教
え
を
聞
く
こ
と
も
ま
た
あ
り
え
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
い
う
場
合
も
あ
り

う
る
こ
と
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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ま
し
て
空
海
は
、『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
「
八
心
段
」
の
、
種
子
以
降
、
成

果
心
ま
で
の
段
階
で
は
、
必
ず
三
帰
・
五
戒
・
八
戒
・
十
善
を
相
続
し
て
実
践
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
八
斎
戒
を
守

る
、
言
い
換
え
れ
ば
布
薩
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
当
然
、
あ
る
は
ず
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
仏
教
者
と
し
て
は
む
し
ろ
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
説
く
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
最
初
に
、
仏
教
の
教
え
で
は
な
い
一
日
不
食
の
教
え
に

触
れ
て
斎
施
の
実
践
に
進
ん
だ
場
合
で
も
、
空
海
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
必
ず
や
三

帰
・
五
戒
・
八
戒
・
十
善
の
実
践
に
進
む
の
で
あ
り
、
そ
の
住
心
の
間
の
「
持

斎
」
と
し
て
は
、
む
し
ろ
八
斎
戒
を
守
る
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
布
薩
の
行
事
に
参
加
す
る
中
で
、
自
己
省
察
を
深
め
れ
ば
こ
そ
、
六
斎
日
に

お
け
る
施
与
の
対
象
を
、
順
次
、
拡
充
し
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
よ
う
や
く
、
来
世
に
再
び
人
間
乃
至
国
王
等
に
生
ま
れ
得
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
い
う
事
情
の
中
で
空
海
の
「
愚
童
持
斎
心
」
の
「
持
斎
」
を
考
え
た
と

き
、
そ
れ
は
八
斎
戒
を
守
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

　

で
は
、『
大
智
度
論
』
に
、
釈
尊
の
出
世
以
降
は
六
斎
日
に
八
斎
戒
を
守
る
こ

と
に
な
っ
た
（
少
な
く
と
も
仏
教
徒
の
間
で
は
）
と
書
か
れ
て
あ
る
の
に
、『
大

日
経
疏
』
は
な
ぜ
そ
れ
を
否
定
し
、
斎
を
あ
く
ま
で
も
一
日
不
食
の
こ
と
と
限
定

し
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
「
八
心
段
」
の
第
七
の
受
用
種
子
に
は
、「
秘
密
主
、
彼
れ
戒
を
護
っ
て
天
に
生

ず
る
は
是
れ
第
七
の
受
用
種
子
な
り
」
と
あ
り
、
次
の
「
無
畏
依
の
第
八
嬰
童

心
」
で
は
、
諸
天
に
対
し
「
殷
重
に
恭
敬
し
、
随
順
し
修
行
」
し
て
天
に
上
る
の

で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
第
六
の
成
果
ま
で
は
、
来
世
に
天
に
上
る
こ
と
は
あ

り
え
ず
、
せ
い
ぜ
い
人
間
界
の
国
王
に
生
ま
れ
変
わ
る
程
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
は
、
前
に
掲
げ
た
よ
う
に
、

八
斎
戒
を
受
け
る
者
は
、「
我
某
甲
、
八
戒
受
行
を
受
行
し
随
っ
て
諸
の
仏
法
を

学
す
。
名
づ
け
て
布
薩
と
為
す
。
願
わ
く
は
是
の
布
薩
の
福
報
を
持
し
、
願
わ
く

は
生
生
に
三
悪
八
難
に
墮
せ
ざ
る
こ
と
を
。
我
れ
亦
た
転
輪
聖
王
、
梵
釈
天
王
、

世
界
の
楽
を
求
め
ず
。
願
く
は
諸
の
煩
悩
尽
き
て
薩
婆
若
を
逮
得
し
、
仏
道
を
成

就
せ
ん
こ
と
を
」（
大
正
二
五
巻
、
一
五
九
頁
中
～
下
）
と
あ
る
の
で
、『
大
日

経
』
の
種
子
心
か
ら
第
六
成
果
心
ま
で
の
間
の
段
階
と
矛
盾
し
て
く
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
『
大
日
経
疏
』
と
し
て
は
、
八
関
戒
を
守
る
の
で
は
な
く
、
一
日
不

食
の
斎
を
持
つ
の
み
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
空
海
は
こ
の
「
愚
童
持
斎
心
」
に
お
い
て
は
、「
必
ず
三
帰
・
五
戒
・

八
戒
・
十
善
」
の
実
践
に
進
む
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
あ
っ
て
こ
そ
、
や

が
て
仏
道
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
ら
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、

そ
う
で
あ
っ
て
初
め
て
、
来
世
に
天
に
生
ま
れ
え
な
く
と
も
国
王
に
は
生
ま
れ
得

る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
重
視
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
天
皇
へ
の

上
進
に
あ
た
っ
て
、
考
慮
す
べ
き
こ
と
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う

に
、
空
海
の
立
場
は
必
ず
し
も
『
大
日
経
疏
』（
疏
家
）
と
全
同
な
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
独
自
の
見
識
に
よ
っ
て
十
住
心
思
想
を
組
織
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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ま
と
め

　

以
上
の
考
察
か
ら
、「
愚
童
持
斎
心
」
の
「
持
斎
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

そ
の
見
方
を
整
理
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

ま
ず
、『
大
日
経
』、『
大
日
経
疏
』
の
説
明
と
は
別
に
、
空
海
の
「
愚
童
持
斎

心
」
の
独
自
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
、『
大
日
経
疏
』
の
説
明
に
関
わ
ら
ず
、『
大
智
度
論
』
の
原
文
そ
の
も
の

に
よ
れ
ば
、
釈
尊
の
出
世
以
降
、
六
斎
日
に
は
八
斎
戒
を
守
る
こ
と
が
（
仏
教
信

者
の
間
で
は
）
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
「
愚
童
持

斎
心
」
の
あ
り
方
を
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、「
愚
童
持
斎
心
」

の
「
持
斎
」
に
は
次
の
三
つ
の
解
釈
が
あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
は
、「
愚
童
持
斎
心
」
の
「
持
斎
」
は
、
こ
の
第
二
住
心
に
入
り
住
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
節
食
の
教
え
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
第
二
住
心

の
全
体
を
表
し
て
い
る
と
見
る
見
方
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
節
食
の
教
え
と
し
て

は
、
釈
尊
出
世
以
降
、
一
日
不
食
の
教
え
と
、
不
過
中
食
（
不
非
時
食
）
の
双
方

が
あ
り
え
る
こ
と
を
理
解
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
は
、「
愚
童
持
斎
心
」
の
「
持
斎
」
は
直
接
的
に
は
第
二
住
心
に
住
す
る

間
の
六
斎
日
に
守
る
こ
と
に
な
る
八
斎
戒
の
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
た
だ
し
こ

れ
に
よ
っ
て
第
二
住
心
に
お
い
て
実
践
す
る
こ
と
に
な
る
斎
施
行
等
の
す
べ
て
、

お
よ
び
三
帰
・
五
戒
・
八
戒
・
十
善
の
実
践
の
す
べ
て
を
も
表
わ
し
て
い
る
と
見

る
見
方
で
あ
る
。

　

第
三
は
、「
愚
童
持
斎
心
」
の
「
持
斎
」
は
、
も
と
よ
り
第
二
住
心
に
住
す
る

間
に
守
る
こ
と
に
な
る
三
帰
・
五
戒
・
八
戒
・
十
善
の
実
践
の
す
べ
て
を
意
味
し

て
い
る
と
み
る
見
方
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
斎
と
言
っ
て
も
、
節
食
の
事
だ
け

で
は
な
く
、
節
食
に
代
表
さ
れ
る
自
ら
を
律
す
る
実
践
の
す
べ
て
を
意
味
し
て
い

る
と
広
い
意
味
で
受
け
止
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
は
、
六

斎
日
に
お
け
る
八
斎
戒
の
護
持
も
含
ま
れ
る
。

　

以
上
、
三
つ
の
解
釈
を
提
案
し
て
み
た
が
、
要
は
、
釈
尊
出
世
以
降
は
、
も
は

や
斎
は
一
日
不
食
の
こ
と
と
は
限
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

『
大
智
度
論
』
の
所
説
に
よ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
理
解
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
こ
と
と
、
空
海
は
こ
の
住
心
に
お
い
て
積
極
的
に
、「
三
帰
・
五
戒
・

八
戒
・
十
善
」
を
実
践
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
こ
と
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

※�

『
定
本
』
は
、『
定
本　

弘
法
大
師
全
集
』、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
、

第
二
巻
＝
一
九
九
三
年
、
第
三
巻
＝
一
九
九
四
年
で
す
。

※�

『
大
正
大
蔵
経
』
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、『
国
訳
一
切
経
』
の
該
当
箇
所
を
参

照
し
ま
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　

十
住
心
、
愚
童
持
斎
心
、
八
斎
戒
、
一
日
不
食
、
不
過
中
食
（
不
非
時
食
）




